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大
河
津
分
水
が
無
か
っ
た
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、

信
濃
川
は
３
年
に
１
度
の
頻
度
で

決
壊
し
、
越
後
平
野
は
洪
水
氾
濫

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　
信
濃
川
か
ら
日
本
海
に
水
を
注

ぐ
分
水
路
を
建
設
す
る
計
画
が
初

め
て
江
戸
幕
府
に
請
願
さ
れ
た
の

は
享
保
年
間
の
頃
。
そ
の
後
約
１

５
０
年
も
の
間
、
私
た
ち
の
先
人

た
ち
は
私
財
を
投
じ
て
幕
府
や
明

治
政
府
に
要
望
し
続
け
、
１
８
７

０
年
（
明
治
３
年
）
に
よ
う
や
く

工
事
着
手
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
河
津
分
水

が
で
き
る
と
新
潟
港
へ
の
河
川
水

量
が
減
少
し
て
水
深
が
浅
く
な

り
、
船
の
出
入
り
が
で
き
な
く

大河津分水工事
着手に至るまで

な
っ
て
し
ま
う
と
外
国
人
技
師
か

ら
の
報
告
を
受
け
、
１
８
７
５
年

（
明
治
８
年
）
に
工
事
は
中
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
中
止
後
も
洪
水
が
繰
り
返

し
起
き
る
中
、
１
８
９
６
年
（
明

治
29
年
）7
月
22
日
に
大
洪
水「
横

田
切
れ
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
洪
水
で
は
、
越
後
平
野

一
帯
が
泥
の
海
と
化
し
、
農
作
物

は
全
滅
。
チ
フ
ス
や
赤せ
き
り痢
な
ど
の

伝
染
病
も
蔓ま
ん
え
ん延

し
、
洪
水
に
よ
る

死
者
と
併
せ
て
１
２
０
０
人
を
超

え
る
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
建
設
に
向
け
て
請

願
を
行
な
っ
て
き
た
越え
つ
ほ
く北

の
鴻こ

う
と都

「
長
善
館
」
の
門
下
生
た
ち
。
こ

の
洪
水
後
、
彼
ら
の
働
き
か
け
に

よ
り
大
き
く
動
き
出
し
ま
す
。

　
門
下
生
の
一
人
、
高た
か
は
し
た
け
の
す
け

橋
竹
之
介

は
１
８
９
７
年
（
明
治
30
年
）
に

『
北
越
治
水
策
』
を
発
表
。
越
後

平
野
に
大
河
津
分
水
を
は
じ
め
、

関
屋
分
水
や
刈
谷
田
川
分
水
の
整

備
の
必
要
性
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
門
下
生
で
当
時
、国

会
議
員
だ
っ
た
萩は
ぎ
の
さ
も
ん

野
左
門
や

大お
お
た
け
か
ん
い
ち

竹
貫
一
ら
は
帝
国
議
会
で
越
後

の
治
水
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

●特集　来年、「大河津分水」は通水 100 周年を迎えます

　

日
本
最
長
の
河
川
、
信
濃
川
。

そ
の
長
さ
は
３
６
７
㎞
で
上
越
新

幹
線
の
新
潟
ー
東
京
間
と
同
じ
く

ら
い
。
１
年
間
に
流
れ
る
水
量
も

約
１
５
９
億
㎥
と
日
本
一
で
す
。

こ
の
大
河
の
洪
水
か
ら
越
後
平
野

を
守
る
た
め
、
人
工
的
に
造
ら
れ

た
河
川
が
大
河
津
分
水
で
す
。

　
信
濃
川
本
川
に
あ
る
洗あ
ら
い
ぜ
き堰は

、

信
濃
川
下
流
へ
生
活
や
農
業
な
ど

に
必
要
な
用
水
を
毎
秒
２
７
０
㎥

に
調
節
し
て
流
し
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
洪
水
時
に
は
、
大
河
津
分

水
に
あ
る
可か

動ど
う

堰ぜ
き

の
ラ※

ジ
ア
ル

ゲ
ー
ト
を
全
開
に
し
て
日
本
海
に

放
水
し
ま
す
。
ラ
ジ
ア
ル
ゲ
ー
ト

の
堰
と
し
て
は
日
本
最
大
規
模
で

す
。

長善館と大河津分水建設に尽力した門下生 大河津分水の建設に向けて
議論し、東奔西走しました

大
おおたけかんいち
竹貫一

1860 〜 1944
中之島村 ( 現・長岡市 )
出身
政治家 (国会議員、県議、
村議 )として横田切れの
惨状と分水路整備の必
要性を訴えた。

鷲
わしおまさなお
尾政直

1841 〜 1912
黒 鳥 村 ( 現・ 新 潟 市 )
出身
治水運動を推進。治水
に関する実務を重ね『西
蒲原郡治水起工議』を
作成、提言した。

萩
はぎの さ も ん
野左門

1851 〜 1917
板 井 村 ( 現・ 新 潟 市 )
出身
政治家(国会議員、県議)
として信濃川改良工事
や新

しんかわ

川掘削・改良に尽
力した。

来
年
、「
大
河
津
分
水
」
は

来
年
、「
大
河
津
分
水
」
は

通
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す

通
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す

日本一の大河の洪水から
越後平野を守る分水路

　

全
国
に
は
、
荒
川
（
東
京
）

　

全
国
に
は
、
荒
川
（
東
京
）

や
、
淀
川
（
大
阪
）、
北
上

や
、
淀
川
（
大
阪
）、
北
上

川
（
宮
城
）、
石
狩
川
（
北

川
（
宮
城
）、
石
狩
川
（
北

海
道
）
な
ど
、
河
川
の
越
水

海
道
）
な
ど
、
河
川
の
越
水

に
よ
る
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に

に
よ
る
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に

人
工
的
に
造
ら
れ
た
放
水
路

人
工
的
に
造
ら
れ
た
放
水
路

が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
と
大
河
津
分
水
が

　

そ
れ
ら
と
大
河
津
分
水
が

違
う
の
は
、
地
域
の
人
々
が

違
う
の
は
、
地
域
の
人
々
が

幾
度
の
水
害
と
闘
い
な
が

幾
度
の
水
害
と
闘
い
な
が

ら
、
分
水
路
の
整
備
に
向
け

ら
、
分
水
路
の
整
備
に
向
け

て
立
ち
上
が
り
、
民
意
主
導

て
立
ち
上
が
り
、
民
意
主
導

で
建
設
を
実
現
し
て
き
た
こ

で
建
設
を
実
現
し
て
き
た
こ

と
で
す
。

と
で
す
。

　

大
勢
の
先
人
た
ち
の
願
い

　

大
勢
の
先
人
た
ち
の
願
い

と
努
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、

と
努
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、

越
後
平
野
を
水
害
か
ら
守
っ

越
後
平
野
を
水
害
か
ら
守
っ

て
い
る
大
河
津
分
水
。
来
年

て
い
る
大
河
津
分
水
。
来
年

88
月月
2525
日
に
通
水
か
ら
１
０

日
に
通
水
か
ら
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
分
水
路
の
今
昔
に
触
れ

り
、
分
水
路
の
今
昔
に
触
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「長善館」は、1833 年
に鈴

すずきぶんたい

木文臺によって粟生
津村（現・燕市）に創設
された私塾。惕

てきけん

軒、柿
しえん

園、
彦
げんがく

嶽の先生が閉館までの
約80年間にわたり、約千
人の塾生を教育しました。
　初代館主の文臺は良

りょうかん

寛
とも親交があり、中国の
古典を中心に教え、政治
家や医学者、漢文学者な
ど多方面で活躍した門下
生を輩出しました。

私
財
を
投
じ
て
請
願
、

着
工
も
工
事
中
止
に

立
ち
上
が
っ
た

長
善
館
の
門
下
生
た
ち

人
工
的
に
造
ら
れ
た

大
河
津
分
水

■問合せ　　土木課 河川水防係　☎ 0256・77・8274︎

高
たかはしたけのすけ
橋竹之介

1842 〜 1909
杉之森村 ( 現・長岡市 )
出身
『北越治水策』をまとめ、
山
やまがたありとも

縣有朋や松
まつかたまさよし

方正義に
大河津分水の建設を請
願した。

※ラジアルゲート・・・表面が※ラジアルゲート・・・表面が円円
えんこえ ん こ
弧弧状で、その曲線の中心を軸として回転することで開閉する構造のゲート。状で、その曲線の中心を軸として回転することで開閉する構造のゲート。

大河津分水は2022年に
通水100周年

▲『北越治水策』添付図面（一部拡大）

写真：洗堰写真：洗堰

写真：大河津可動堰写真：大河津可動堰

大河津分水大河津分水


